
                       

                   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
二
一
年
三
月 

    

熊
本
城
天
守
閣
被
災
状
況
再
現
模
型
制
作
報
告
書
 城

郭
模
型
製
作
工
房 

島 

充 
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■
模
型
の
概
要
 

    

[
寸
法] 

幅 

６
０
０
㎜ 

奥
行 

５
０
０
㎜ 

高
さ 

３
３
４
㎜ 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

[

縮
尺] 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

１
５
０
分
の
１ 

         

  

こ
の
模
型
は
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
、
熊
本
城
天
守
閣
の
被
災
状
況
を
再
現
し
た
も
の
で

あ
る
。 

  

再
現
範
囲
は
大
小
天
守
閣
と
石
門
周
辺
の
石
垣
崩
落
域
を
含
め
た
東
西
七
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
九
〇

メ
ー
ト
ル
の
区
域
で
、
御
裏
五
階
櫓
跡
、
御
肴
部
屋
櫓
跡
、
耕
作
櫓
門
跡
、
御
宝
蔵
跡
付
近
を
結
ん
だ

範
囲
を
切
り
取
っ
て
い
る
。 

  

再
現
時
期
は
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日
の
本
震
直
後
を
想
定
し
て
い
る
。 

  

模
型
は
城
域
測
量
図
と
標
高
値
を
も
と
に
地
面
の
高
低
を
造
形
し
、
天
守
閣
の
建
物
は
株
式
会
社
大

林
組
に
よ
る
「
熊
本
城
天
守
閣
復
旧
整
備
工
事
実
施
設
計
図
」
や
昭
和
三
十
五
年
の
意
匠
図
お
よ
び
構

造
図
を
も
と
に
、
被
災
前
の
写
真
を
参
考
に
修
正
を
加
え
て
造
型
し
た
上
で
、
熊
本
市
よ
り
提
供
を
受

け
た
被
災
直
後
の
写
真
、
手
持
ち
カ
メ
ラ
に
よ
る
記
録
映
像
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
写
真
及

び
映
像
、
石
垣
被
害
を
記
録
し
た
オ
ル
ソ
画
像
な
ど
を
資
料
に
、
被
災
直
後
に
天
守
閣
を
目
に
し
た
方

か
ら
の
聞
き
取
り
も
行
い
、
熊
本
地
震
に
よ
る
大
小
天
守
閣
付
近
の
被
害
を
可
能
な
限
り
忠
実
に
模
型

上
に
反
映
し
表
現
し
て
い
る
。 

 
 

復
旧
・
修
復
に
伴
っ
て
失
わ
れ
た
被
災
直
後
の
状
況
を
克
明
に
記
録
す
る
と
同
時
に
、
観
覧
者
に
自

然
災
害
の
威
力
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
た
め
、
色
彩
や
質
感
ま
で
臨
場
感
を
持
っ
て
伝
わ
る
こ
と
を
目

指
し
て
制
作
し
た
。 
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■
模
型
制
作
の
経
緯
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二
〇
一
九
年 

                    

 
 

 
 

 [

レ
イ
ア
ウ
ト
の
決
定] 

 
 

 
 

展
示
場
所
の
環
境
か
ら
、
全
体
を
斜
め
に
振
っ
た
構
図
に
す
る
こ
と
で
、
観
覧
者
の
鑑
賞
範 

 
 

 

囲
を
広
げ
る
工
夫
を
考
え
た
上
で
、A

・B

の
二
案
を
提
出
、A

案
で
決
定
と
な
る
。 

                  

 
▲模型完成イメージ(2019年 12月 24日提出) 
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二
〇
二
〇
年 

                      

 [

設
計] 

提
供
資
料
を
基
に
、
再
現
範
囲
に
お
け
る
被
災
状
況
の
全
容
を
把
握
し
、
い
か
に
模
型
上
で
表
現
す

る
か
を
構
想
後
、
七
月
よ
り
設
計
に
入
る
。
模
型
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
、
模
型
の
地
面
及
び
天
守
閣

の
骨
格
に
はM

D
F

材
を
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
し
て
組
み
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
復
旧
整
備
工
事
実
施
設

計
図
を
基
本
に
模
型
断
面
図
を
作
成
、
こ
れ
に
従
っ
て
骨
格
の
パ
ー
ツ
を
設
計
し
た
。 

 

[

エ
ッ
チ
ン
グ(

金
属)

パ
ー
ツ] 

外
装
に
お
い
て
は
、
エ
ッ
チ
ン
グ
パ
ー
ツ
を
多
用
す
る
こ
と
で
精
度
を
上
げ
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
エ

ッ
チ
ン
グ
パ
ー
ツ
の
設
計
は
大
分
の
安
藤
幸
太
郎
氏(

石
屋
模
型
店)

の
手
に
委
ね
た
が
、
小
天
守
一
階

東
側
張
り
出
し
の
唐
破
風
な
ど
図
面
の
形
状
が
明
ら
か
に
違
う
箇
所
、
大
小
両
天
守
閣
最
上
階
の
サ
ッ

シ
や
避
雷
針
等
、
図
面
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
の
パ
ー
ツ
化
に
は
実
景
の
写
真
を
も
と
に
せ
ね
ば

な
ら
ず
困
難
を
伴
っ
た
。
制
作
を
進
め
る
中
で
修
正
点
が
出
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
エ
ッ
チ
ン
グ
パ
ー

ツ
の
製
造
は
三
回
に
分
け
た
。 

 
エ
ッ
チ
ン
グ
パ
ー
ツ
で
起
こ
し
た
部
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

軒
瓦
・
鬼
瓦
・
隅
木
蓋
瓦
・
破
風
板
・
懸
魚
・
六
葉
・
狭
間
・
大
小
天
守
最
上
階
外
装
軸
部
・
サ
ッ
シ
・

内
部
手
摺
・
窓
格
子
・
窓
枠
・
突
き
上
げ
戸
・
小
天
守
入
口
門
扉
・
忍
び
返
し
・
避
雷
針
・
大
天
守
付

櫓
外
部
階
段
手
摺
・
小
天
守
入
口
前
橋
手
摺 

 

  

 

▲組み上がったMDF骨格 
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二
〇
二
一
年 

        

[

組
立
・
制
作] 

 

九
月
よ
り
、
骨
格
の
組
み
上
げ
を
開
始
す
る
。
外
装
は
建
築
模
型
材
料
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
を
使
用

し
た
。 

 

規
格
材
料
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
部
材
は
正
確
な
縮
小
値
を
反
映
で
き
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、

実
景
の
写
真
を
参
考
に
、
近
似
値
の
材
料
の
中
か
ら
よ
り
実
感
の
近
い
も
の
を
選
択
し
て
使
用
し
て
い

る
。
屋
根
瓦
は
実
際
の
密
度
感
に
近
づ
け
る
た
め
に
厳
密
な
縮
小
値
よ
り
若
干
間
隔
を
狭
く
し
た
た
め
、

数
は
正
確
で
は
な
い
。 

十
二
月
二
十
八
日
に
白
模
型
の
状
態
で
造
形
が
完
了
し
た
。 

      [
彩
色
と
被
災
表
現] 

 
彩
色
と
被
災
表
現
は
こ
の
模
型
の
要
で
あ
り
、
実
際
の
展
示
環
境
に
お
い
て
最
も
効
果
的
な
見
え
方

を
す
る
よ
う
に
考
慮
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
エ
フ
ェ
ク
ト
を
勘
案
し
つ
つ
彩
色
を
進
め
た
。 

 

被
災
し
た
状
況
の
造
形
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
を
必
ず
写
真
と
照
合
し
な
が
ら
造
形
を

進
め
、
強
調
や
デ
フ
ォ
ル
メ
、
様
式
化
、
省
略
な
ど
主
観
的
な
演
出
は
極
力
行
わ
な
い
よ
う
、
冷
静
に

「
記
録
す
る
」
態
度
を
取
っ
た
。 

 

一
月
三
十
一
日
に
完
成
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
微
調
整
を
加
え
、
二
月
二
十
五
日
に
納
入
と
な
っ
た
。 

 

 
▲白模型完成(2020年 12月 28日) 
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■
模
型
制
作
を
終
え
て
 

                     

歴
史
的
な
大
地
震
で
あ
っ
た
熊
本
地
震
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
地
震
に
巡
り
合
っ
た
私
た
ち
の

使
命
で
あ
る
。
阿
蘇
の
数
鹿
流
崩
れ
や
阿
蘇
大
橋
の
「
残
っ
た
橋
桁
」
は
被
災
状
況
そ
の
も
の
が
震
災

遺
構
と
し
て
地
震
の
事
実
を
伝
え
る
物
と
な
る
。
同
じ
よ
う
に
、
熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
熊
本
城
が

被
災
し
た
姿
も
、
ま
さ
に
熊
本
地
震
の
象
徴
的
な
光
景
で
あ
る
が
、
今
後
復
旧
・
修
復
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
傷
つ
い
た
姿
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
じ
じ
つ
、
天
守
閣
が
被
災
し
た
姿
は
、
現

在
で
は
写
真
や
映
像
の
中
で
し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

し
か
し
、
そ
の
写
真
や
映
像
も
、
実
は
極
め
て
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
模
型
制
作
を
通
じ
て
、
天

守
閣
周
辺
の
限
ら
れ
た
範
囲
を
再
現
す
る
た
め
に
、
百
を
超
え
る
写
真
や
映
像
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
の
記
録
を
も
と
に
し
て
も
、
完
全
な
再
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
。 

 

こ
の
模
型
は
、
そ
れ
ら
断
片
的
な
情
報
を
一
つ
の
「
も
の
」
の
中
に
再
統
合
・
再
構
築
し
た
も
の
で

あ
り
、
視
点
を
変
え
る
だ
け
で
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
記
録
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
も
果

た
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

今
回
、
最
も
苦
慮
し
た
の
は
、
自
分
自
身
が
被
災
直
後
の
よ
う
す
を
目
に
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
展
示
を
通
し
て
地
震
を
経
験
し
て
い
な
い
方
に
も(

つ
ま
り
後
世
へ
も)

地
震
の
様
相
を
伝
え

る
目
的
を
果
た
す
の
に
、
制
作
者
自
身
が
直
接
経
験
し
て
い
な
い
第
三
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
厳
し
い

現
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
か
え
っ
て
主
観
や
感
情
を
排
し
て
記

録
物
を
忠
実
に
写
し
取
る
こ
と
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
で
完
成
さ
せ
る

に
至
っ
た
。 

 

今
後
、
実
際
に
被
災
直
後
の
様
相
を
目
に
し
た
方
の
証
言
を
も
と
に
手
を
加
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
し
、
写
真
や
映
像
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
記
憶
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
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▲石門外より(外光撮影・同アングルでピントをずらして撮影した 6枚の写真を合成) 

 
▲天守前広場より(外光撮影) 
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▲模型正面より全体像 

 
▲大天守上層部 
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▲大天守周辺 

 

▲大天守最上階屋根 

 
▲小天守 
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▲石垣の被害 

 
▲小天守入口周辺の石垣崩落 

 
▲石門周辺の石垣崩落 
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模
型
構
造
図
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エ
ッ
チ
ン
グ
部
品
図 


